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■
損
保
ジ
ャ
パ
ン
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

■
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
空
家
等
の
管
理
に
関
す
る
協
定
を
締
結

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
が
完
了

　

市
は
１
月
14
日
、
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
長
野
支
店
と
の
「
安

曇
野
市
の
地
域
防
災
力
向
上
等
に
関

す
る
包
括
的
連
携
協
定
」
の
締
結
式

を
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
市
は
災
害
発

生
時
に
同
社
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
収

集
し
た
災
害
情
報
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
時
か
ら
防

市
は
２
月
５
日
、（
公
社
）
安
曇

野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
「
空

家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関
す

る
協
定
」
の
締
結
式
を
市
役
所
で
行

い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
所
有
者
等
か

ら
相
談
を
受
け
た
際
に
、
空
家
の
点

検
や
除
草
作
業
等
の
管
理
業
務
を
同

セ
ン
タ
ー
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り

　

令
和
元
年
度
か
ら
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
、
市
内
小
中
学
校
の

普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
が
1
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
、
小
学
校
２
１
３
教
室

へ
の
設
置
工
事
が
約
７
億
２
７
３
６

万
円
、
中
学
校
１
３
５
教
室
へ
の
設

置
工
事
が
約
５
億
７
８
３
０
万
円
で
、

小
中
学
校
の
合
計
事
業
費
は
約
13
億

災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災

意
識
の
啓
発
や
防
災
知
識
の
普
及
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宮
澤
市
長
は
「
災
害
時
の
状
況
の

把
握
に
加
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
大
い
に
期
待
で
き

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

組
む
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
令
和
２
年
度
末
時
点
で

１
０
０
０
件
を
超
え
る
空
家
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
草
木
の
繁
茂
や
庭
木

の
越
境
を
主
な
要
因
と
し
て
、
苦
情

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
所
有
者
に
対
し
、
適
正
管

理
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

空
家
の
発
生
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

５
６
６
万
円
で
す
。

　

中
学
校
で
は
昨
夏
、
リ
ー
ス
の
冷

風
機
を
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
設
置

し
、熱
中
症
対
策
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
予

防
の
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

市
で
は
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用

す
る
た
め
に
、令
和
２
年
５
月
に「
安

所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き
な
い
状
態

に
陥
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
除
草
や
見
回
り
活
動

等
の
実
績
の
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
不
全
状

態
の
空
家
発
生
を
抑
制
し
、
良
好
な

生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

曇
野
市
小
・
中
学
校
空
調
設
備
運
用

指
針
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
こ
の
指
針
に
沿
っ
て
、
各
校
が

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
な
が
ら

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

地域防災力向上等に関する包括連携協定を締結

空家等の適正な管理の推進に関する協定書に署名

電子部品の製造・販売を行う本多通信工業株式会
社から、市の産業振興のため金員の寄附をいただき、
市表彰規則に基づき感謝状の贈呈を行いました。

同社には、平成 26 年度から毎年寄附をいただいて
います。

市への寄附に感謝状を贈呈
1/19　寄附受納・感謝状贈呈式　

全
国
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
市

長
へ
の
報
告
に
来
庁
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
66
回
全
日
本
中
学
生

通
信
陸
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競
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大
会

女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
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第
６
位
入
賞

小
林
柑か
ん
な南
（
三
郷
中
）

全
国
中
学
生
陸
上
競
技
大
会

２
０
２
０

女
子
２
０
０
ｍ
第
10
位
入
賞

福
田
笑え

み未
（
堀
金
中
）

寄附寄贈のお礼（敬称略）
▷㈱みらいさい福祉会 10 万円 社会福祉のため
▷（一社）長野県労働基準協会連合会 40 万円 
地域の産業の発展・地域づくりのため▷安曇野
市豊科地域体育協議会 20 万円 新総合体育館建
設のため▷ＮＴＰトヨタ信州㈱ 小型貨物自動
車トヨタプロボックス 1 台▷（公社）安曇野シ
ルバー人材センター 門松　1 対▷㈱プロテクト
eight 南穂高認定こども園施設への除菌対策（除
菌効果のあるコーティング剤の塗布＜薬剤・作
業込＞）▷㈱デンソーエアクール デンソー製ス
ポットクーラー　MOVIN COOL ２台

■
全
国
で
の
活
躍
を
報
告

商品試作案 採用なるか？
安曇野オリジナル商品開発プロジェクトの研究成果

発表会が 1 月 30 日、堀金総合体育館で開かれま
した。このプロジェクトは本年６月にスタート。安曇野
の農産物や特産品を使った商品を開発するため、南安曇
農業高校のグリーンサイエンス科と市が連携して取り組
みました。生徒たちは全 16 回の授業で試作品の開発を
重ね、今回の発表会に備えてきました。当日は 3 年生
15 人が自ら試作した「安曇野産スイートコーンを使用
したアイス」などのスイーツや「信州のリンゴを使った
中濃ソース」などの調味料の研究を発表。今後は、市内
直売所が商品として採用するか検討します。

安曇野オリジナル商品開発プロジェクト

将来は調理師を目指す大須賀美衣紗さ
ん。有明カボチャを使用したようかんを
試作しました。「カボチャの優しい甘み
と『野菜感』のバランスが難しかった」
と話します。

生徒間でも積極的な質疑応答
が行われ、安曇野の農産物の
特長などを探りました。


